
松本市・長野市・山ノ内町 合同トップセールス in オーストラリア

■ 10０ブースが出展
来場者数7,500人

■ スキー・スノボ愛好家に
文化やグルメなど
＋αの楽しみ方を提案

■ 荻原 長野市長・
平澤 山ノ内町長と登壇
英語でスピーチを披露
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白馬や野沢温泉以外の

混雑していないスキー場
にも行ってみたい

スキーをしない家族も楽しめる
リゾートを探していた

長期滞在観光の促進 に手応え

See you in 
Matsumoto! 

■ 大人気旅行業界メディアに
松本城や上高地など
松本市の魅力をプレゼン

5/22-25

■ JAL・ANA・JNTO・HISを
訪問しＰＲ＆情報交換

■ 夏でも涼しい上高地や乗鞍が
今後の誘客促進のカギに

旅行会社等へのセールス地元メディアインタビュー ＆ BtoB商談会

ｓnow travel expo 出展豪州最大級のスノー関連イベント

現地の方から寄せられた声高評価

■ BtoB商談会には
約20社の地元旅行業者が参加
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5/22-25

オーストラリアからの訪日
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ホリディ＋スノー需要で
最大の訪日シーズン

桜シーズンでの
第2ピークシーズン

紅葉シーズンも人気

2024年来訪者 920,200人
過去最高（2019年 年間621,800人）を更新

2023年

2024年

2025年

出典：Australian Bureau of Statistics、日本政府観光局(JNTO)

オーストラリアの人口

出典：Australian Bureau of Statistics 、
公益社団法人日本経済研究センター齋藤潤の経済バーズアイ「人口拡大への挑戦：オーストラリアの場合」

２０２４年（9月末）

899万人

2,731万人

出生率は高くないが移民が多く増加傾向
オーストラリア市場はさらなる成長が見込まれる

1954年

長期滞在観光の促進 に手応え
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5/22-25

オーストラリア市場の旅行消費単価 （円／人）

長野県のインバウンド （2024年10-12月／観光・レジャー）

項目 豪州 米国 シンガポール 中国

宿泊費
172,129 146,985 107,705 71,504 

飲食費
84,749 75,180 65,971 46,971 

交通費
52,578 45,846 30,170 22,065 

娯楽等サービス費
31,289 18,292 9,355 9,789 

現地ツアー等
5,268 3,758 1,067 883 

買物代
58,369 62,588 78,070 118,351 

酒類
4,231 4,023 1,551 1,983 

その他
38.5％

台湾
22.4％

香港
11.6％

米国
8.2％

タイ
8％

豪州
11.3％

出典：インバウンド消費動向調査（訪日外国人消費動向調査） 2024年10-12月期 集計表
出典：観光庁「インバウンド消費動向調査」 2024年間 集計表、日本政府観光局(JNTO)

オーストラリア市場の傾向

消費額が高く 滞在期間が長い
閑散期に訪日してくれる優良顧客

▶ 旅行支出額 399,298円／人 (平均223,431円)

＜平均給与額＞
オーストラリア 約935万円 (約98,500AUD 1AUD＝95円)

日本 約458万円

▶平均泊数 13.7泊／人 （平均6.9泊）

訪日豪州人の約半数が14日間以上滞在

全市場中１位

出典：観光庁「インバウンド消費動向調査」 2024年間 集計表、日本政府観光局(JNTO)

長期滞在観光の促進 に手応え
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ザルツブルク州 副知事らと市長が会談

オーストリア“ザルツブルク音楽祭“ に招待状

5/2６ 臥雲市長万博で ザルツブルク州関係者と会談
シュテファン・シュネル州副知事、クリスティーナ・ハマー音楽祭総裁

２つの “楽都” 友好深まる
共有の価値観 「音楽とアルプス」

参照：ザルツブルク音楽祭公式サイト、（社）まつもとユニバーサルデザイン研究会

ザルツブルク音楽祭

▶ 世界三大音楽祭の一つ１００年を超える歴史

▶ 今年は７月１８日から８月３１日まで開催

▶ 小澤征爾さんの指揮でＳＫＯも出演

▶ 人口１５万人の都市に２４万人以上が来場

・松本市博物館で
３時間のみ展示

・歴史的名器を目的に
大勢の市民が来場

・製作者にちなんだ
「コスタヴァイオリン」

5/22 モーツァルト愛用のヴァイオリン展示

5/21 ザルツブルク合唱団松本公演

～大阪・関西万博の公演を前に松本で公演～

・２５か国約５０人の
音楽大学学生らで構成

・音楽文化ホールで１６曲

▶ オーストリア館 テーマは「未来を作曲する」
音楽を軸とした 歴史と最先端技術の融合を視察

▶ 「音楽とアルプス」という価値観の共有
２つの都市が交流を深めていく意義を シュネル副知事と確認

▶ 「２つの音楽祭」の連携
ハマー音楽祭総裁から 今年の音楽祭の招待状



楽しみながら健康づくりを
松本ヘルス・ラボでポイント制度
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「市民の健康増進とヘルスケア産業の創出を支援」

松本ヘルス・ラボ
健康プログラム・セミナー開催健康情報配信 イベント開催 モニター調査

6月1日
から

松本ヘルス・ラボ

■目的

市民と企業をつなぐ健康フィールド
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R３年度末から６,000人増加
目標

現在(人)

■会員数
＜会員増に向けた取組み＞

・R3 会費無料・スマホアプリ導入

・R７ ６月～ポイント制度開始

・R６ 公式ＬＩＮＥ運用開始

さらなる会員獲得へ

New

※各年度末時点

企業

製品・サービス開発に
必要なデータが欲しい

市民

いつまでも
健康でいたい
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②公式LINEを
友だち追加

6月1日
から

事業 取得ポイント

ポイント制度エントリー 1,000pt

モニター調査・健康プログラム参加 500pt

健康セミナー参加 300pt

イベント参加 100pt

健康情報配信閲覧 50pt

③会員登録
（無料）

３ヘルス事業参加で、ポイント取得 貯めたポイントで、ギフトをゲット

ヘルス事業に参加し、ポイントを貯めて、ギフトをゲット！
STEP

１

STEP

２
STEP

３

※有料事業はポイント対象外 ※ポイントは毎年３月末でリセット

抽選

金芽米・地場産品など
【予定】

１，０００ｐt／１口

（3月）
市内学校給食
で提供 もれなく

電子マネー
５００円分

３，０００ｐt 到達

まずは、ＬＩＮＥで会員登録

①ＯＲコードを
読み取り
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総合戦略室第１２次基本計画を策定します

まちづくりの基本理念
市政運営の指針

基本構想2030
「豊かさと幸せに挑み続ける三ガク都」

R３ R８ R１２

第11次基本計画
重点戦略：「ゼロカーボン」「DX・デジタル化」
７分野・47施策で構成される基本施策

第12次基本計画
松本「シンカ」推進会議で議論

幅広く市民意見を反映し、R8年３月を目途に策定

第１２次基本計画
素案の作成

原
案
完
成

市民会議 （松本「シンカ」推進会議）

第
12
次
基
本
計
画

策
定

原案の協議

パブリックコメント
市民説明会

まちづくりの基本理念の実現に向けて

素
案
完
成

素案の協議

重点戦略・政策の方向性
具体的な施策体系

基礎調査・市民意見の把握 市民会議の開催(4回)・策定作業

4月 １２月 ３月• 基礎調査
人口動向や統計情報の調査・分析

• 市民アンケート
2,700名を対象に実施 回答1,166名

• 市民意見収集
＃松本ロダン界隈と題して意見募集

回答543件（分野別意見904件）

• 市民ワークショップ
全３回開催 参加者83名

Ｒ６ Ｒ７

6月2日(月)
第1回会議

８月

6/2 8/25 11/6 1/26

松本市総合計画



松本「シンカ」推進会議 委員（20名）

専門分野 氏名 所属等 専門分野 氏名 所属等
公共政策 山本 達也 清泉女子大学 学長 産業振興 山村 和永 株式会社薬師平リゾート 代表取締役

教育行政 荒井 英治郎 信州大学 准教授 地域連携部門長 現代文化 二瓶 野枝
松本秀峰中等教育学校 教員
ダンサー/振付家

子ども保育 海野 暁光 長野県保育連盟 会長 国際交流 佐藤 佳子
丸の内ビジネス専門学校
教務グループ長

教育事業 宮木 慧美 一般社団法人ＫＯＫＯ 代表理事 観光経営 齊藤 忠政 株式会社明神館 代表取締役

若者参画 手塚 琉盛
松本大学 学生
ｓｈａｋｅ Ｈａｎｄｓ 代表

都市基盤 勝亦 達夫
信州大学 キャリア教育・
サポートセンター 副センター長・講師

社会福祉 三村 仁志
公益社団法人長野県社会福祉会
元会長

住民自治 中田 景文 松本市町会連合会 会長

公民館活動 百瀬 壽 松本市町内公民館長会 会長 地域防災 入江 さやか
松本大学 観光ホスピタリティ学科
教授

ジェンダー ルーキー 社会派おネェ 森林環境 原 薫 一般社団法人ソマミチ 代表理事

移住定住 藤原 佳奈 松のにわ 戯曲作家・演出家 市街地活性 小口 拓也 株式会社五幸 常務取締役

エネルギー 清水 是昭 松本ガス株式会社 代表取締役社長 公共交通 二條 宏昭
アルピコ交通株式会社 運輸事業本部
取締役運輸事業本部長

第11次基本計画の基本施策の7分野をもとに、委員の専門分野を再設定
各分野における有識者や市内で活躍している方の中から、女性と若い世代を積極的に選出

20代

30代

40代

50代

60代

70代年代構成

女性

男性

20代～４０代が35％
最年少委員は大学生

男女比
女性が35％

男性 13名
女性 7名


